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第
四
十
二
回
雲
州
そ
ろ
ば
ん
珠

算
競
技
大
会
が
八
月
六
日
、
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
中
四
国
や

関
西
地
方
か
ら
約
百
五
十
人
の
児

童
た
ち
が
出
場
し
、
腕
を
競
い
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
珠
算
技
術
の
向
上
と

基
礎
学
力
の
増
進
を
目
的
に
、
商

工
会
と
雲
州
算
盤
共
同
組
合
が
開

催
。

　
競
技
は
、
学
年
別
な
ど
四
部
門

に
分
か
れ
て
、
読
み
上
げ
算
、
読

み
上
げ
暗
算
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算

を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
「
始
め
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 ▲集中してそろばんをはじく児童たち

▲村田兆治さん（前列中央）と記念撮影
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愛
用
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そ
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前
競
う
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仁多野球スポーツ少年団仁多野球スポーツ少年団

　
医
療
関
係
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
横
田
高
校
の
一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
二
十
一
人
が
、
八
月
四

日
、
町
立
奥
出
雲
病
院
で
看
護
師

や
助
産
師
、
薬
剤
師
な
ど
十
一
の

職
種
の
中
か
ら
、

希
望
す
る
職
種
に

つ
い
て
、
実
際
の

業
務
を
体
験
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
会
は
、

医
療
職
の
将
来
的

確
保
や
高
校
生
の

職
業
教
育
支
援
、

地
域
に
開
か
れ
た

病
院
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
同
病
院

が
五
年
前
か
ら
春

休
み
と
夏
休
み
を

利
用
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
助

産
師
の
体
験
実
習

に
は
六
人
が
参
加
。

同
病
院
の
助
産
師
か
ら
、
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
き
方
や
体
の
し
く
み
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
も
く
浴

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
初
め
て
抱
い
て

命
の
重
さ
を
感
じ
た
。
思
っ
た
以

上
に
力
強
く
て
び
っ
く
り
し
た
」

な
ど
感
想
が
あ
り
、
将
来
、
助
産

師
を
目
指
し
た
い
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
多
く
の

生
徒
が
医
療
現
場
の
理
解
を
深
め
、

将
来
、
地
元
の
病
院
で
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
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場
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ち
の
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場
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第
二
十
六
回
中
国
小
学
生
ホ
ッ

ケ
ー
交
流
大
会
が
、
七
月
十
八
日

か
ら
十
九
日
ま
で
、
三
成
公
園
人

工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
も
中
国
五
県
か
ら
、
男
女

合
わ
せ
て
三
十
九
チ
ー
ム
（
町
内

二
十
一
チ
ー
ム
）
、
約
四
百
人
が

参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
奥
出
雲
町
の
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
底
辺
拡
大
と
児
童
相

互
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
県
外
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て

も
、
一
部
、
二
部
と
幅
広
く
参
加

で
き
る
大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

目
標
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
手
達
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
、
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら

盛
ん
な
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
白

球
を
追
い
か
け
、
互
い
に
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
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績
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Ｗ
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Ｏ
Ｗ
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岡
山
）

女
子
二
部

優
勝

　
み
な
り
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝

　
郡
家
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
鳥
取
）

（
五
・
六
年
生
中
心
の
チ
ー
ム
が

一
部
、
そ
れ
以
外
が
二
部
）
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▲新生児のもく浴を体験する横田高校生▲炉の中に砂鉄を投入する生徒たち▲箸作りに挑戦する児童たち
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吾
妻
山
に
あ
る
大
膳
原
キ
ャ
ン

プ
場
で
、
小
学
生
（
五
・
六
年
生

以
上
）
を
対
象
に
し
た
恒
例
の
「
の

び
の
び
キ
ャ
ン
プ
」
が
、
八
月
六

日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
班
ご
と
に
分

か
れ
て
、
テ
ン
ト
設
営
や
箸
作
り

を
行
い
、
共
同
生
活
を
開
始
。

　
横
田
山
の
会
の
メ
ン
バ

ー
が
指
導
に
あ
た
り
、
四

日
間
で
、
登
山
や
自
然
観
察
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
の
活
動
、
夜

は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

や
星
空
観
察
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
「
第
二
回
村
田
兆

治
旗
争
奪
少
年
野
球

み
は
ら
し
大
会
」
が
、

七
月
十
八
日
か
ら
二

十
日
ま
で
、
広
島
県

三
原
市
民
球
場
で
開

催
さ
れ
、
仁
多
野
球

ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が

準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
中

四
国
、
九
州
か
ら
四
十

チ
ー
ム
が
参
加
。
同
少

年
団
は
、
一
回
戦
か
ら
、

強
力
な
打
線
と
持
ち
前

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
武

器
に
、
毎
試
合
二
ケ
タ

得
点
で
、
三
回
戦
、
準
々

決
勝
は
昨
年
度
の
優
勝
、

準
優
勝
チ
ー
ム
を
下
し

準
決
勝
ま
で
進
出
。

　
準
決
勝
、
決
勝
は
雨

天
の
た
め
、
抽
選
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
実

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

ま
し
た
。

　
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成

十
二
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
九

年
目
。
現
在
、
町
内
の
小
学
生
二

十
四
人
で
構
成
。
近
年
、
県
内
の

大
会
で
は
常
に
上
位
に
入
る
強
豪

チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
七
月
三
十
一
日
に
は
、
井
上
町

長
に
準
優
勝
の
報
告
が
あ
り
、
佐

藤
平
キ
ャ
プ
テ
ン
を
は
じ
め
メ
ン

バ
ー
か
ら
「
各
県
の
チ
ー
ム
と
対

戦
し
て
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

今
後
の
大
会
に
つ
な
げ
た
い
」
と

力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
八
日
、
九
日
に
行

な
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
県
学
童
野

球
雲
南
大
会
で
は
、
二
年
連
続
二

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
今
月
末

の
県
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

た
い
ら

　
横
田
中
学
校
の
生
徒
約
八
十
人

が
、
八
月
五
日
と
六
日
、
日
本
で

唯
一
、
た
た
ら
操
業
を
行
う
、
大

呂
の
鳥
上
木
炭
銑
工
場
（
日
刀
保

た
た
ら
）
で
、
た
た
ら
体
験
学
習

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
炉
づ
く
り
、
砂
鉄
の

調
合
、
炭
切
り
な
ど
の
下
準
備
を

行
い
、
二
日
目
の
早
朝
に
火
入
れ

を
し
、
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
た
く
さ

ん
の
参
加
が
あ
り
、
数
年
ぶ
り
に

古
墳
時
代
の
炉
の
形
状
を
モ
デ
ル

と
し
た
一
基
と
レ
ン
ガ
製
の
一
基

で
操
行
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
国
選
定
保
存
技

術
保
持
者
の
木
原
明
村
下
（
技
師

長
）
や
村
下
養
成
員
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
約
十
分
間
隔
で
計

二
百
四
十
�
の
炭
と
、
計
百
四
十

�
の
砂
鉄
を
交
互
に
投
入
し
、
赤
々

と
燃
え
上
が
る
炉
の
炎
の
迫
力
に

驚
き
な
が
ら
も
、
懸
命
に
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
日
本
刀
の
原
料
と
な

る
玉
鋼
を
含
ん
だ
ケ
ラ
（
鉄
の
塊
）

を
取
り
出
し
ま
し
た
。

　
村
下
を
務
め
た
三
年
生
の
生
徒

か
ら
は
「
何
も
な
い
時
代
に
、
こ

う
し
た
技
を
生
み
出
し
た
昔
の
人

は
す
ご
い
と
思
っ
た
」
な
ど
話
し

て
い
ま
し
た
。


